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研究成果の概要（和文）：本研究は、仕事をしながら高齢者を介護している家族を対象に、介護保険サービスを
活用することによって家族介護者の介護負担はどのくらい軽減するのか、介護が家族介護者の仕事や生活に与え
る影響を明らかにすることを目的に実施した。その結果、介護形態の選択には家庭の経済的状況が大きく関係し
ており、要介護高齢者自身の経済力によっても介護が介護者の仕事や生活に与える影響が異なることが明らかに
なった。また、在宅で高齢者を介護している家族は、施設に入所している高齢者をもつ家族よりも経済的に困窮
している世帯が多く、介護に伴う生活時間の拘束や身体的な負担が大きいことが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The present study aimed to identify the predictive factors for negative 
spillover from caregiving to the employment role among Japanese family caregivers with older 
relatives.　We collected 568 family caregivers with older relatives who lived in their home. This 
study found that working family caregivers who bore the care cost for the older relatives had more 
burden than those who did not bear care cost. Moreover, the family caregivers with older relatives 
who lived in their home had more economic and physical burdens, and disturbed balance between work 
and family life compared to those with older relatives who lived in care facility.

研究分野： 高齢者看護学

キーワード： 介護形態　家族介護負担　要介護高齢者　仕事と介護のspillover
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究から得られた成果は、高齢者とその家族の介護ニーズとライフスタイルの狭間にある経済資源と介護負担
との関係を明らかにし、今日の社会保障制度ではカバーできない介護問題を抱える高齢者とその家族の経済的課
題を克服する大きなヒントとなると考えられる。働きながら高齢者を介護する家族の仕事・生活・介護の相互影
響に着目し、仕事と介護の両立に伴うストレスと介護資源について検討した本研究は、家族介護におけるヘルス
ケアマネージメントの一端を担うものと考える。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
介護が介護者の生活と仕事に与える影響は大きく、介護により離職した者は平成 19 年から 24

年までの 5 年間で 48 万 7000 人に上った。勤務時間の調整や職場での配置転換、上司・同僚から

の理解を得て、仕事と介護の両立を図っている家族介護者がいる一方、勤務時間の短縮や職場で

の配置転換等の就労調整を行った結果、正規雇用から非正規雇用への転身、収入の減少により経

済的に困窮している介護者も増加している。日本では働く世代に焦点を当てた介護研究は欧米

と比べて少なく、高齢者を介護する就労者に対する体系的な支援体制は未だ不十分である。仕事

と介護の両立にむけた支援や取り組みには、勤務時間の短縮や職場での配置転換等の就労調整

のみならず、介護者が抱える経済的課題および社会文化的背景を考慮した施策立案は喫緊の課

題となっている。研究代表者らは、その基盤構築として、平成 27 年度より「高齢者を介護して

いる就労者が介護形態を選択する時にもたらされる潜在的経済価値」というテーマで研究を開

始した。介護形態は、介護状況や家族の特性に応じて多岐にわたる。仕事と介護の両立には、介

護者が抱える経済的課題および社会文化的背景を考慮した支援や取り組みが大変重要であると

考え、本研究を計画した。 

２．研究の目的 

本研究は、仕事をしながら高齢者を介護している家族を対象に、介護保険サービスを活用する

ことによって家族介護者の介護負担はどのくらい軽減するのか、家族介護者にどのような利益

（就労継続、精神的・身体的健康状態の改善）がもたらされるのか、介護が家族介護者の仕事や

生活に与える影響を明らかにすることを目的に実施した。 

３．研究の方法 

平成 29 年度および平成 30 年度は居宅介護サービスを利用している高齢者をもつ家族介護者

を対象に、質問紙調査を実施した（質問紙を 1473 部配布し、884 部を回収した）。調査への拒否

および無回答を除く 568 人から回答を得た。得られたデータは、平成 27 年度および 28 年度に

実施した施設介護調査（施設入所している高齢者をもつ家族介護者への調査）で得られたデータ

（494 人）と比較分析を行い、介護が家族介護者の仕事や生活に与える影響、家族介護者の利益

と介護負担との関連、家族介護者の精神的健康状態について調べた。 
 

高齢者を介護している家族介護者を対象に行った調査内容は、以下のとおりである。 

(1)属性：性別、年齢、婚姻状況、家族構成、職業 

(2)身体的健康状態：主観的健康状態、睡眠状態、慢性疾患および服薬の有無 

(3)精神的健康状態：K10 

(4)就労状況：就労の有無、雇用形態、1 日あたりの勤務時間、職場でのサポート、就労意欲 

(5)経済状況：世帯収入、主観的経済状況、介護費用の経済的負担 

(6)介護が仕事に与える影響：勤務時間および勤務日数の短縮、転勤/転職の有無、収入の増減 

(7)要介護高齢者の属性：性別、年齢、介護者との続柄、要介護度、周辺症状 (認知機能レベル) 

(8)要介護高齢者の経済状況：公的年金・恩給の有無、仕送りの有無、財産所得の有無 

(9)介護保険サービスの利用の有無と程度 

(10)介護状況：介護者が実際に行っている介護、介護負担、介護に対するサポートの有無 

(11)(要介護高齢者以外の)家族の健康状態：障害や病気による介護の有無、社会的活動の有無 

(12)仕事と介護の相互影響：the direction of spillover and caregiver’s psychological well-being 項目 

*仕事と介護の相互影響は、Stephens ら(1997)によって開発された the direction of spillover and 

caregiver’s psychological well-being 尺度を用いて、仕事と介護者役割間のネガティブな影響とポ

ジティブな影響について評価した。 
 
本研究は、長崎大学大学院医歯薬学総合研究科の倫理委員会において承認されており

（NO.15082038）、調査の実施に際しては、調査の趣旨を理解し、同意の得られた家族介護者のみ

を対象とした。 



 

４．研究成果 

介護形態の選択には家庭の経済的状況が大きく関係しており、要介護高齢者自身の経済力に

よっても介護が介護者の仕事や生活に与える影響が異なることが明らかになった。また、在宅で

高齢者を介護している家族は、施設に入所している高齢者をもつ家族よりも経済的に困窮して

いる世帯が多く、介護にかかる費用は少ないものの、介護に伴う生活時間の拘束や身体的な負担

が大きいことが明らかになった。 

本研究の結果から、介護費用を負担している介護者では、家計からの介護費用の捻出は労働報

酬と介護サービスの受給とを代替えにした介護になっている可能性が考えられた。介護に充て

る経済的な余裕がない家庭では、高齢者とその家族の介護ニーズとライフスタイルに合った利

用できる介護サービスの選択肢が限られる。そのため、介護をする家族は生活時間や就労時間が

制限され、介護に伴う負担も大きくなるかもしれない。これまでの研究において、高齢者の介護

購買力（介護費用を支払う経済力）が介護者の仕事と生活に与える影響は明らかになっていない。

今後、少子高齢化および晩産化の影響により、高齢者の介護を担う働く世代がさらに増加するこ

とが予想されている。今、世界では、仕事をしながら高齢者を介護している家族のストレスと負

担をいかに軽減し、介護者の生活と仕事の生産性を維持するか、介護者の生活と健康を取り巻く

ヘルスケアマネージメントに関する研究がすすめられている。本研究から得られた成果は、高齢

者とその家族の介護ニーズとライフスタイルの狭間にある経済資源と介護負担との関係を明ら

かにし、今日の社会保障制度ではカバーできない介護問題を抱える高齢者とその家族の経済的

課題を克服する大きなヒントとなると考えられる。働きながら高齢者を介護する家族の仕事・生

活・介護の相互影響に着目し、仕事と介護の両立に伴うストレスと介護資源について検討した本

研究は、家族介護におけるヘルスケアマネージメントの一端を担うものと考える。 
 
 

表 介護サービス利用に伴う費用負担からみた介護者の経済状況と介護負担、介護が仕事に与える影響 
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